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向精神薬の「過量服薬への取組」の送付について 

 

 平素より、本会会務に格別のご高配を賜り、厚く御礼申し上げます。 

さて、厚生労働省の「自殺・うつ病等対策プロジェクトチーム」が９月９日に第

７回会合を開催し、向精神薬の「過量服薬への取組」をまとめましたので、取り急ぎ

お送りいたします。 

同プロジェクトチームは７月２７日に開催した第６回会合において、向精神薬の

過量服薬に関するヒアリングと集中審議を行い、その際、有識者の一人から、薬剤師

を活用する提案がなされました（平成２２年７月２９日付，日薬業発第１１１号）。 

今回まとめられた取組では、向精神薬の過量服薬への対策として、一番目に「薬

剤師の活用」が盛り込まれており、今後、厚生労働省として薬剤師を対象とした研修

事業等も検討するとのことです。 

貴会におかれましては、会員にご周知いただき、薬局等での適切な対応につきま

して引き続き注意喚起をいただきますよう、よろしくお願い申し上げます。 

なお、薬剤師を対象とした研修事業につきましては、厚生労働省において詳細が

決まり次第、改めてお知らせいたします。 

 

記 
 
 １．過量服薬への取組 
 ２．過量服薬への取組（概略図） 

（１．２．とも、第７回 自殺・うつ病対策プロジェクトチーム（H22.9.9 資料より） 
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NICE: National Institute for Health and 

Clinical Excellence APA: American Psychiatric 
Association  
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Depression / Treatment and management of depression in adults, 
including adults with a chronic physical health problem (2009 NICE) 
Borderline personality disorder / Treatment and management (2009 
NICE) 
Practice Guideline for the Treatment of Patients With Major Depressive 
Disorder / Second Edition (2005 APA) 
Practice Guideline for the Treatment of Patients With Borderline 
Personality Disorder (2005 APA) 
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○患者側の要因
・症状が改善せずやむを得ず服薬量を増量し
たり長期間継続してしまう
・薬物への依存という認識が不足しており、医
師に処方を求めてしまう

○診療側の要因
・患者との治療関係を築きにくい診療環境
・薬物の処方を強く望む患者に対して説得が
困難な状況にある
・説得なく処方を拒否すると医療から遠のいて
しまう恐れ

　　　チーム医療で患者と良好な関係を築くための取組
・チーム医療を担える人材育成を推進

厚生労働省自殺・うつ病等対策プロジェクトチーム　（平成２２年９月９日）

過量服薬への取組
～　薬物治療のみに頼らない診療体制の構築に向けて　～

薬剤師の活用
・薬剤師によるリスクの高い患者への声かけ等の取組を推進
・薬剤師に対する薬物依存等に関する研修機会の提供

一般医療と精神科医療の連携強化
・救命救急センターにおける精神科ケアの対応能力の向上を推進
・一般医療と精神科医療との連携を強化する取組を周知

ガイドラインの作成・普及啓発の推進
・最新の診療ガイドラインの普及啓発を推進
・境界性パーソナリティー障害に関する診療ガイドラインの普及啓発
・多剤処方の是正に関するガイドライン等の作成

研修事業に過量服薬への留意事項を追加
・厚生労働省や関係団体が行う研修事業を活用

取組１

過量服薬の実態と背景

様々な要
素が複雑
に絡み合っ
た根深い
問題

検討４　過量服薬のリスクの高い患者への細やかな支援体制の
構築
・患者や家族に対する訪問支援等のチームによる細やかな支援体制の構築
のため、モデル事業や人材育成の方策を検討
・医療機関や薬局による、患者への薬剤に関する効果的な情報提供につい
て検討

当面の
対策

○自殺既遂者（７６名）の遺族に対する調査
・受診歴のある者が約５０％、受診群のうち３９歳以下が
約７割弱
・受診群の約６割が処方された向精神薬を過量服薬

○向精神薬の処方に関する調査
・2005年～2007年の約３０万件のレセプト調査で、向精神

薬を処方されている患者の割合は増加傾向

今後検討していく対策
（ワーキングチームを設置）

取組２

取組３

取組４

取組５

検討５　患者との治療関係を築きやすい診療環境の確保
　・診療時間を十分に確保するために必要な支援を検討　検討３　不適切な事例の把握とそれへの対応

・明らかに不適切と思われる事例を把握・確認する方策を検討
・加えて、そのような場合の医療機関や患者への助言・指導の方法を検討

検討１　向精神薬に関する処方の実態把握・分析　
・処方した診療科名、処方量・種類、疾患名等についての実態把握と分析
の方法について検討

検討２　患者に役立つ医療機関の情報提供の推進
・医師の診療経験に関する情報など、どのような情報が患者にとって、適
切な医療機関の選択に役立つのか慎重に検討し、その情報公開の仕組みを
検討

②


